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「学芸大学駅周辺地区整備構想（以下「地区整備構想」という。）」は、「目黒区都市計

画マスタープラン」で定めた、地域の実情に即したきめ細かな街づくりを進めていくた

めの構想です。 

目黒区では、学芸大学駅周辺地区の現在及び将来の住民が健全で豊かに暮らし続け、

また様々な活動を営み続けられるよう、「目黒区都市計画マスタープラン」をはじめ、各

種分野別計画等との整合を図りながら中長期的な視点に立った街づくりの指針として

「地区整備構想」を作成しました。 

今後目黒区では、この「地区整備構想」を皆で共有しながら、地元住民、関係機関、

鉄道事業者等と連携・協力して、学芸大学駅周辺地区の“目指す将来の姿”の実現に向

けた街づくりを進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

はじめに 

目黒区  

“子どもの元気がみえるまち めぐろ”

中央地区 

“子どもも高齢者も、誰もが安心して住み続けられる 

みどり豊かな住環境が形成され、地域に根ざした商店

などが醸し出すにぎわいが息づくまち” 

地区整備構想に沿って、 
地元住民、事業者、行政が 

それぞれの役割に応じた街づくりを実現 

『目黒区都市計画マスタープラン』 

で目指す将来の姿 

 

学芸大学駅周辺地区整備構想 




